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　｢天遊｣は、荘子の言葉から引用さ

れたもので、人間の心の中に自然に

備わっている余裕をあらわしていま

す。キャンパス統合移転の記念に旧

師範学校以来の同窓会3団体から

寄贈された記念碑に銘文として刻ま

れています。�

　遊び心を取り入れた和歌アンソロジー｢和歌のしらべ｣が、産学連携
共同研究「２１世紀型学習支援用具の開発」の成果として商品化され
ました。�
　百人一首をはじめとする秀歌撰から３６６首を厳選し、一年３６５（３６６）
日の暦日にあわせ、一日一枚ずつに和歌一首と現代語訳および解説
を記載しています。�
　これから和歌を詠んでみようという若者から、百人一首では物足りな
いシニアまで、毎日楽しめる新しいタイプの選歌集となっています。�

講習料や実施日程などの詳細は、次のホームページアドレス等で随時お知らせしますので、あらためてご確認ください。http://www.osaka-kyoiku.ac.jp/̃llc/�
【問い合わせ先】大阪教育大学生涯学習教育研究センター（TEL 06-6775-4221）�

※3月末迄は、総務部企画広報課（TEL 0729-78-3220）までお願いします。�

本誌『天遊』は今後の誌面づくりに皆様のご意見を積極的に
取り入れていきたいと考えています。ご感想やご意見、大阪教
育大学についてお知りになりたいことなどをお聞かせください。�

●宛先  〒582-8582　大阪府柏原市旭ヶ丘4-698-1
　国立大学法人大阪教育大学総務部企画広報課
　TEL.0729-78-3344　FAX.0729-78-3225
　E-mail　kikaku@bur.osaka-kyoiku.ac.jp

ホームページ  http://www.osaka-kyoiku.ac.jp/

編者：小野 恭靖�
　　（大阪教育大学助教授）�

大阪教育大学生活協同組合�
国立民族学博物館�
大阪歴史博物館　�
などで販売�

定価１,０５０円（税込）�

対象� 講座名� 実施時期�時間帯�募集人員�
開講�

キャンパス�募集時期�

実践小学校英語教育法・入門�

実践小学校英語教育法・中級�

EXCELで学ぶ公衆衛生・�
健康教育講座（基礎編）�

ＳＰＳＳで学ぶ公衆衛生・�
健康教育講座（初級編）�

ＳＰＳＳで学ぶ公衆衛生・�
健康教育講座（応用編）�

生活（染と織）�

手軽に楽しむ染め�

国語の力�
授業に生きるコミュニケーション力の育成�

小学校のベテランの先生の�
指導によるワークショップ�

小・中学校教員のための�
パソコン教室（基礎編）�

小・中学校教員のための�
パソコン教室（Ｅｘｃｅｌ編）�

社会科授業研究入門�

障害児教育の現状と課題２�

ドイツ語会話�
初級から中級へのステップ・アップ�

中国語Ⅰ初級�

中国語Ⅱ中級�

韓国語�
（韓国語会話と韓国文化論Ⅱ）�

タイ語講座Ａ�

タイ語講座Ｂ�

タイ語講座Ｃ�

市民のためのパソコン教室�
基礎編Ａ�

市民のためのパソコン教室�
基礎編Ｂ�

市民のためのパソコン教室�
基礎編Ｃ�

市民のためのパソコン教室�
基礎編Ｄ�

パソコンで遊ぼう�
自分だけの図柄をＴシャツにプリントしよう�

パソコンで遊ぼう�
インターネットで情報収集し、パワー
ポイントでプレゼンテーションしよう�

書（春）�

書（秋）�

書道に親しむ（臨書Ⅰ）�

美術（陶芸・入門）�

美術（陶芸）�

美術実技－絵画表現の基礎－�

楽しいジョギング教室�

楽しいダイエット教室�

音楽実技公開講座�
～声楽を学ぶ人のためのＡ～�

音楽実技公開講座�
～管楽器（フルート・トランペット）
を学ぶ人のための～�

音楽実技公開講座�
～弦楽器を学ぶ人のための～�

電子工作を楽しもう�

音楽実技公開講座�
～ソルフェージュ・トレーニング～�

音楽実技公開講座�
～声楽を学ぶ人のためのＢ～�

音楽実技公開講座�
～ピアノを学ぶ人のためのＡ～�

音楽実技公開講座�
～ピアノを学ぶ人のためのＢ～�

学
校
教
職
員�

授
業
公
開�

語
学
講
座�

一
般
市
民�

対象� 講座名� 実施時期�時間帯�募集人員�
開講�

キャンパス�募集時期�

高
校
生�

一
般
市
民�

4/15～ 
7/22�

10/7～ 
1/13�

5/14～ 
6/25�

7/23～ 
8/20�

9/24～ 
10/15�

7/2 ～ 
7/30�

8/26、
8/27�

8/6  �

8/1  �

8/1～ 
8/4�

8/26～ 
8/29�

8/6、 
8/7�

10/22、 
10/29�

4/19～ 
7/12�

4/12～ 
12/20�

4/12～ 
12/20�

4/12～ 
1/24�

7/23～ 
9/24�

7/26～ 
9/27�

5/7～ 
7/9�

5/14、 
5/21�

5/28、 
6/4�

6/11、 
6/18�

6/25、 
7/2�

8/6  �

8/7  �

4/14～ 
7/21�

10/6～ 
1/26�

8/23～ 
9/27�

5/28～ 
1/28�

5/28～ 
1/28�

7/25～ 
7/29�

7/9～ 
9/24�

7/15～ 
10/15�

7/16～ 
7/17�

7/16～ 
7/17�

7/16～ 
8/27�

8/3、 
8/4�

7/16～ 
7/17�

7/16～ 
7/17�

7/16  �

7/17  

18：30～
20：00�

18：30～
20：00�

13：30～
16：30�

13：30～
16：30�

13：30～
16：30�

13：30～
15：30�

10：00～
16：00�

10：30～
16：20�

9：30～
16：00�

10：00～
15：00�

10：00～
16：00�

10：30～
14：30�

10：00～
16：00�

パ
ソ
コ
ン
講
座�

実
技
講
義�

25�

25�

30�

30�

30�

15�

25�

25�

30�

35�

30�

40�

20�

15�

10�

10�

10�

25�

25�

25

30�

30�

30�

30�

14�

14�

20�

20�

20�

20�

20�

25�

30�

30�

10�

10�

20�

10�

30�

10�

20�

20

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

柏　原�

柏　原�

天王寺�

天王寺�

柏　原�

天王寺�

天王寺�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

3/17～
3/30�

9/5～
9/16�

4/11～
4/22�

6/20～
7/1�

8/22～
9/2�

5/30～
6/10�

7/25～
8/5�

6/20～
7/1�

6/27～
7/8�

7/19～
7/29�

7/4～
7/15�

9/20～
9/30�

3/14～
3/25�

6/20～
7/1�

4/4～
4/15�

4/11～
4/28�

4/11～
5/13�

4/11～
5/27�

4/11～
6/10�

7/4～
7/15�

3/14～
3/25�

9/5～
9/16�

7/19～
7/29�

4/18～
4/28�

6/27～
7/8�

6/6～
6/17�

6/13～
6/24�

7/4～
7/15�

6/13～
6/24

19：30～
21：00�

17：45～
19：15�

19：30～
21：00�

19：30～
21：00�

16：00～
19：15�

19：00～
20：30�

16：00～
19：15�

9：30～
12：00�

9：30～
12：00�

9：30～
12：00�

9：30～
12：00�

10：00～
17：00�

10：00～
17：00�

18：30～
20：00�

18：30～
20：00�

13：00～
16：00�

10：30～
12：30�

13：30～
15：30�

13：00～
16：00�

17：00～
19：00�

10：00～
17：00�

10：00～
12：00�

10：00～
16：00�

10：00～
16：00�

10：00～
16：00�

10：00～
12：00�

10：00～
16：00�

10：00～
16：00�

10：00～
16：00



　
大
阪
教
育
大
学
で
は
、
毎
年
約

1
0
0
0
名
強
の
学
部
学
生
、約
2
0
0

名
強
の
大
学
院
生
の
他
、
あ
わ
せ
て
約

1
3
0
0
名
の
方
々
を
卒
業
（
修
了
）
生

と
し
て
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
10
年

間
で
は
1
2
8
0
0
名
余
り
の
方
々
が
自

ら
の
進
む
べ
き
道
を
目
指
し
て
大
阪
教
育

大
学
を
卒
業（
修
了
）し
て
い
き
ま
し
た
。
�

　
卒
業
生
（
修
了
生
を
含
む
）の
主
な
進

路
先
と
し
て
は
、過
去
10
年
間
の
統
計
で

は
、大
学
全
体
で
は
学
校
教
員
が
最
も
多

く
、28
・
9
％
が
小
・
中
・
高
や
特
殊
教
育

諸
学
校
の
学
校
教
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

続
い
て
民
間
企
業
等
22
・
9
％
、
公
務
員

4
・
8
％
、進
学
10
・
3
％
と
な
っ
て
い
ま
す

（
グ
ラ
フ
1
参
照
）。
大
学
全
体
の
中
身
を

も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
ま
す
と
、教
育

学
部
教
員
養
成
課
程（
第
一
部
）で
は
、過
去

10
年
間
の
統
計
で
学
校
教
員
が
40
・
4
％
、

民
間
企
業
等
14
・
8
％
、公
務
員
3
・
8
％
、

進
学
10
・
6
％
に
対
し（
グ
ラ
フ
2
参
照
）、

同
じ
教
育
学
部
で
も
教
員
免
許
状
の
取

得
を
卒
業
要
件
と
し
な
い
教
養
学
科
で
は
、

学
校
教
員
7
・
6
％
、民
間
企
業
等
40
・
6

％
、公
務
員
4
・
7
％
、進
学
14
・
4
％
と

な
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
3
参
照
）。
ま
た
、

大
学
院
で
は
、36
・
8
％
が
学
校
教
員
、続

い
て
民
間
企
業
等
15
・
7
％
、公
務
員
6
・

9
％
、
進
学
5
・
5
％
と
な
っ
て
い
ま
す

（
グ
ラ
フ
4
参
照
）。
さ
ら
に
民
間
企
業
等

の
内
訳
を
見
て
み
ま
す
と
、大
学
全
体
で

は
、サ
ー
ビ
ス
業
が
49
・
3
％
と
最
も
多
く
、

続
い
て
製
造
業
18
・
6
％
、卸
売
・
小
売
業

16
・
4
％
、金
融
・
保
険
業
7
・
4
％
と
な
っ

て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
5
参
照
）。
�

　
こ
の
よ
う
に
、大
阪
教
育
大
学
の
卒
業

生
は
学
校
教
育
の
み
な
ら
ず
、様
々
な
分

野
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
�

　
今
号
で
は
「
卒
業
生
は
、い
ま
」
と
題
し

た
特
集
を
組
み
、大
阪
教
育
大
学
で
学
び

そ
し
て
卒
業
さ
れ
た
7
名
の
方
々
に
、在

学
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
、現
在
の
仕

事
、こ
れ
か
ら
の
事
な
ど
に
つ
い
て
原
稿
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

　
卒
業
生
は
大
学
に
と
っ
て
大
切
な
財
産

で
す
。
そ
の
活
躍
が
教
育
の
成
果
で
す
。
大

学
で
学
ん
だ
数
年
間
を
糧
に
、社
会
へ
出
て

研
鑽
を
積
み
重
ね
さ
ら
に
成
長
し
続
け
て

く
れ
る
こ
と
は
、大
学
に
と
っ
て
大
き
な
喜

び
で
あ
る
と
と
も
に
、そ
う
い
っ
た
人
材
育

成
こ
そ
が
大
学
の
使
命
で
あ
る
と
も
い
え

ま
す
。
単
に
卒
業
生
を
社
会
へ
送
り
出
せ

ば
終
わ
り
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、社
会
に

出
た
卒
業
生
が
大
き
く
飛
躍
で
き
る
、そ

の
た
め
の
4
年
間
あ
る
い
は
2
年
間
で
あ

る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
�

　
大
阪
教
育
大
学
は
多
く
の
卒
業
生
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
多
く
の

卒
業
生
と
と
も
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
�

�

　
先
般
、本
稿
の
依
頼
を
受
け
て
ふ
と
考

え
て
見
ま
す
と
、私
自
身
こ
の
3
月
末
を

も
っ
て
36
年
に
わ
た
る
教
育
公
務
員
の
生

活
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、ま

さ
に
来
し
方
を
振
り
返
る
良
い
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
し
た
。
�

　
高
校
卒
業
後
2
年
遅
れ
の
1
9
6
5
年

に
大
阪
学
芸
大
学
小
学
校
課
程
理
学
科
に

入
学
し
、2
年
間
を
池
田
分
校
で
過
ご
し
、

3
回
生
か
ら
の
2
年
間
が
天
王
寺
分
校
で

し
た
。
生
物
の
専
攻
で
し
た
の
で
卒
業
論
文

の
関
係
で
徹
夜
で
の
観
察
も
あ
っ
た
た
め
、

し
ば
し
ば
研
究
室
で
寝
泊
り
し
た
こ
と
な

ど
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
�

　
1
9
6
9
年
学
名
変
更
後
の
大
阪
教
育

大
学
を
卒
業
し
、同
年
東
大
阪
市
立
日
新

高
校
を
皮
切
り
に
、高
校
教
員
の
生
活
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
1
9
7
2
年
新
設
と

な
っ
た
大
阪
府
立
の
摂
津
高
校
に
転
じ
、生

物
の
教
員
と
し
て
ま
た
生
徒
指
導
担
当
と

し
て
12
年
を
過
ご
し
た
後
、1
9
8
4
年

大
阪
府
教
育
委
員
会
事
務
局
の
高
校
教
育

担
当
課
で
あ
っ
た
指
導
第
一
課
の
指
導
主
事

と
し
て
教
育
行
政
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
当
時
、高
校
教
育
に
お
け
る
最
も

大
き
な
課
題
は
急
増
す
る
中
学
校
卒
業
者

を
ど
の
よ
う
に
し
て
高
校
に
受
け
入
れ
を

図
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
高
校
の
新
設
、

増
学
級
、学
級
定
員
の
引
き
上
げ
等
々
に

よ
り
受
け
入
れ
を
優
先
す
る
い
わ
ゆ
る
「
量

的
拡
大
」の
時
期
で
あ
り
ま
し
た
。こ
の
中

学
校
卒
業
者
数
の
急
増
は
、1
9
8
7
年

の
約
14
万
8
0
0
0
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て

急
減
に
転
じ
て
現
在
は
半
数
を
切
る
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
後
、教
育
現
場
で

教
頭
6
年
、校
長
を
1
年
経
験
し
た
後
、

1
9
9
8
年
再
度
教
育
委
員
会
事
務
局

に
高
校
教
育
課
長
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
度
は
生
徒
減
少
期
の

真
っ
只
中
、生
徒
減
少
期
を
教
育
の
充
実
を

図
る
好
機
と
捉
え
、教
育
改
革
の
行
動
計

画
と
し
て
の
「
教
育
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
策

定
作
業
に
具
体
的
に
取
り
掛
か
る
と
い
う

「
質
的
充
実
」
を
図
る
時
期
で
あ
り
ま
し
た
。

翌
1
9
9
9
年
4
月
に
策
定
を
終
え
、こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
た
改
革
を
進
め
る
べ
く

2
0
0
0
年
5
月
か
ら
組
織
の
改
変
を
行

な
い
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
�

　
今
日
、「
改
革
」
と
い
う
言
葉
を
抜
き
に

教
育
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
る

一
方
で
、こ
う
し
た
風
潮
を
捉
え
て「
改
革
病
」

と
揶
揄
す
る
向
き
も
あ
り
ま
す
が
、教
育

は
人
を
対
象
と
し
た
創
造
的
な
営
み
で
あ

る
こ
と
か
ら
す
る
と
、社
会
や
子
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
、地
域
な
ど
、刻
々
変
化
す
る

状
況
を
踏
ま
え
た
改
革
へ
の
努
力
を
怠
っ
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
教
育
の
現

場
に
お
い
て
も
日
々
子
ど
も
を
前
に
し
て
何

が
真
に
ベ
ス
ト
か
を
考
え
、指
導
方
法
等
の

工
夫
・
改
善
を
進
め
る
「
先
生
」
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
が
こ

の
よ
う
な
教
員
を
目
指
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
Ｏ
Ｂ
の
一
人
と
し
て
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
�
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大
阪
教
育
大
学
で
は
、
毎
年
約

1
0
0
0
名
強
の
学
部
学
生
、約
2
0
0

名
強
の
大
学
院
生
の
他
、
あ
わ
せ
て
約

1
3
0
0
名
の
方
々
を
卒
業
（
修
了
）
生

と
し
て
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
10
年

間
で
は
1
2
8
0
0
名
余
り
の
方
々
が
自

ら
の
進
む
べ
き
道
を
目
指
し
て
大
阪
教
育

大
学
を
卒
業（
修
了
）し
て
い
き
ま
し
た
。
�

　
卒
業
生
（
修
了
生
を
含
む
）の
主
な
進

路
先
と
し
て
は
、過
去
10
年
間
の
統
計
で

は
、大
学
全
体
で
は
学
校
教
員
が
最
も
多

く
、28
・
9
％
が
小
・
中
・
高
や
特
殊
教
育

諸
学
校
の
学
校
教
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

続
い
て
民
間
企
業
等
22
・
9
％
、
公
務
員

4
・
8
％
、進
学
10
・
3
％
と
な
っ
て
い
ま
す

（
グ
ラ
フ
1
参
照
）。
大
学
全
体
の
中
身
を

も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
ま
す
と
、教
育

学
部
教
員
養
成
課
程（
第
一
部
）で
は
、過
去

10
年
間
の
統
計
で
学
校
教
員
が
40
・
4
％
、

民
間
企
業
等
14
・
8
％
、公
務
員
3
・
8
％
、

進
学
10
・
6
％
に
対
し（
グ
ラ
フ
2
参
照
）、

同
じ
教
育
学
部
で
も
教
員
免
許
状
の
取

得
を
卒
業
要
件
と
し
な
い
教
養
学
科
で
は
、

学
校
教
員
7
・
6
％
、民
間
企
業
等
40
・
6

％
、公
務
員
4
・
7
％
、進
学
14
・
4
％
と

な
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
3
参
照
）。
ま
た
、

大
学
院
で
は
、36
・
8
％
が
学
校
教
員
、続

い
て
民
間
企
業
等
15
・
7
％
、公
務
員
6
・

9
％
、
進
学
5
・
5
％
と
な
っ
て
い
ま
す

（
グ
ラ
フ
4
参
照
）。
さ
ら
に
民
間
企
業
等

の
内
訳
を
見
て
み
ま
す
と
、大
学
全
体
で

は
、サ
ー
ビ
ス
業
が
49
・
3
％
と
最
も
多
く
、

続
い
て
製
造
業
18
・
6
％
、卸
売
・
小
売
業

16
・
4
％
、金
融
・
保
険
業
7
・
4
％
と
な
っ

て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
5
参
照
）。
�

　
こ
の
よ
う
に
、大
阪
教
育
大
学
の
卒
業

生
は
学
校
教
育
の
み
な
ら
ず
、様
々
な
分

野
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
�

　
今
号
で
は
「
卒
業
生
は
、い
ま
」
と
題
し

た
特
集
を
組
み
、大
阪
教
育
大
学
で
学
び

そ
し
て
卒
業
さ
れ
た
7
名
の
方
々
に
、在

学
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
、現
在
の
仕

事
、こ
れ
か
ら
の
事
な
ど
に
つ
い
て
原
稿
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

　
卒
業
生
は
大
学
に
と
っ
て
大
切
な
財
産

で
す
。
そ
の
活
躍
が
教
育
の
成
果
で
す
。
大

学
で
学
ん
だ
数
年
間
を
糧
に
、社
会
へ
出
て

研
鑽
を
積
み
重
ね
さ
ら
に
成
長
し
続
け
て

く
れ
る
こ
と
は
、大
学
に
と
っ
て
大
き
な
喜

び
で
あ
る
と
と
も
に
、そ
う
い
っ
た
人
材
育

成
こ
そ
が
大
学
の
使
命
で
あ
る
と
も
い
え

ま
す
。
単
に
卒
業
生
を
社
会
へ
送
り
出
せ

ば
終
わ
り
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、社
会
に

出
た
卒
業
生
が
大
き
く
飛
躍
で
き
る
、そ

の
た
め
の
4
年
間
あ
る
い
は
2
年
間
で
あ

る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
�

　
大
阪
教
育
大
学
は
多
く
の
卒
業
生
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
多
く
の

卒
業
生
と
と
も
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
�

�

　
先
般
、本
稿
の
依
頼
を
受
け
て
ふ
と
考

え
て
見
ま
す
と
、私
自
身
こ
の
3
月
末
を

も
っ
て
36
年
に
わ
た
る
教
育
公
務
員
の
生

活
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、ま

さ
に
来
し
方
を
振
り
返
る
良
い
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
し
た
。
�

　
高
校
卒
業
後
2
年
遅
れ
の
1
9
6
5
年

に
大
阪
学
芸
大
学
小
学
校
課
程
理
学
科
に

入
学
し
、2
年
間
を
池
田
分
校
で
過
ご
し
、

3
回
生
か
ら
の
2
年
間
が
天
王
寺
分
校
で

し
た
。
生
物
の
専
攻
で
し
た
の
で
卒
業
論
文

の
関
係
で
徹
夜
で
の
観
察
も
あ
っ
た
た
め
、

し
ば
し
ば
研
究
室
で
寝
泊
り
し
た
こ
と
な

ど
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
�

　
1
9
6
9
年
学
名
変
更
後
の
大
阪
教
育

大
学
を
卒
業
し
、同
年
東
大
阪
市
立
日
新

高
校
を
皮
切
り
に
、高
校
教
員
の
生
活
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
1
9
7
2
年
新
設
と

な
っ
た
大
阪
府
立
の
摂
津
高
校
に
転
じ
、生

物
の
教
員
と
し
て
ま
た
生
徒
指
導
担
当
と

し
て
12
年
を
過
ご
し
た
後
、1
9
8
4
年

大
阪
府
教
育
委
員
会
事
務
局
の
高
校
教
育

担
当
課
で
あ
っ
た
指
導
第
一
課
の
指
導
主
事

と
し
て
教
育
行
政
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
当
時
、高
校
教
育
に
お
け
る
最
も

大
き
な
課
題
は
急
増
す
る
中
学
校
卒
業
者

を
ど
の
よ
う
に
し
て
高
校
に
受
け
入
れ
を

図
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
高
校
の
新
設
、

増
学
級
、学
級
定
員
の
引
き
上
げ
等
々
に

よ
り
受
け
入
れ
を
優
先
す
る
い
わ
ゆ
る
「
量

的
拡
大
」の
時
期
で
あ
り
ま
し
た
。こ
の
中

学
校
卒
業
者
数
の
急
増
は
、1
9
8
7
年

の
約
14
万
8
0
0
0
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て

急
減
に
転
じ
て
現
在
は
半
数
を
切
る
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
後
、教
育
現
場
で

教
頭
6
年
、校
長
を
1
年
経
験
し
た
後
、

1
9
9
8
年
再
度
教
育
委
員
会
事
務
局

に
高
校
教
育
課
長
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
度
は
生
徒
減
少
期
の

真
っ
只
中
、生
徒
減
少
期
を
教
育
の
充
実
を

図
る
好
機
と
捉
え
、教
育
改
革
の
行
動
計

画
と
し
て
の
「
教
育
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
策

定
作
業
に
具
体
的
に
取
り
掛
か
る
と
い
う

「
質
的
充
実
」
を
図
る
時
期
で
あ
り
ま
し
た
。

翌
1
9
9
9
年
4
月
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定
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終
え
、こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
た
改
革
を
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べ
く

2
0
0
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の
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す
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と
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私
は
、2
0
0
1
年
に
大
阪
教
育
大
学
の

中
学
校
教
員
養
成
課
程
家
庭
専
攻
を
卒
業

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、2
年
間
非
常
勤
講
師

を
し
て
2
0
0
3
年
春
、大
阪
府
の
教
員
に

な
り
ま
し
た
。
今
は
、教
員
生
活
2
年
目
で

初
担
任
に
悪
戦
苦
闘
中
で
す
。
最
近
よ
く
思

う
こ
と
は
、大
学
時
代
に
も
う
少
し
勉
強
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
、教
科
、教
育
全
体
に
わ
た
っ
て
も
の
を
考

え
る
機
会
が
増
え
、考
え
る
た
め
に
必
要
な

知
識
を
勉
強
し
な
が
ら
考
え
る
、と
い
う
の
は

非
常
に
困
難
で
あ
る
と
い
う
事
態
に
直
面
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
�

　
正
採
用
の
1
年
目
は
、授
業
担
当
で
担
任

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
中
で
、家
庭

科
を
通
し
て
生
徒
に
教
え
た
い
こ
と
、考
え
て

欲
し
い
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
必
死
な
1
年
で

し
た
。
ま
た
、学
校
、教
員
生
活
に
慣
れ
る
の

に
必
死
で
し
た
。
�

　
2
年
目
は
、担
任
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て

2
年
目
か
ら
は
、自
分
の
教
科
以
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
学
校
活
動
に
関
わ
る
仕
事
が
回
っ
て

き
ま
し
た
。
な
か
で
も
担
任
に
な
る
と
、右
も

左
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
体
育
祭
、文
化
祭
、保

護
者
懇
談
な
ど
の
行
事
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
行
事
一
つ
一
つ
で
の
生
徒
と
の
関
わ
り

は
、私
に
と
っ
て
何
と
も
表
現
し
が
た
い
素
敵

な
時
間
で
も
あ
り
、本
当
に
大
変
な
時
間
で

も
あ
り
ま
し
た
。
今
、私
は
自
分
の
担
任
す
る

ク
ラ
ス
が
と
て
も
気
に
な
り
ま
す
。
恥
ず
か
し

い
話
、高
校
生
に
な
っ
て
も
掃
除
は
し
な
い
し
、

ゴ
ミ
箱
に
ご
み
は
捨
て
な
い
し
、授
業
中
は
、寝

て
い
る
と
教
科
担
当
の
先
生
に
言
わ
れ
た
り

し
ま
す
が
、と
て
も
か
わ
い
い
、と
て
も
手
の
か

か
る
愛
す
べ
き
生
徒
で
す
。
何
と
か
ク
ラ
ス
の

生
徒
が
常
識
を
持
っ
た
社
会
人
と
し
て
社
会

に
出
る
為
の
準
備
の
手
助
け
が
で
き
れ
ば
と

毎
日
過
ご
し
て
い
ま
す
。
�

　
実
際
は
、単
位
の
取
得
が
危
な
い
生
徒
と

放
課
後
毎
日
勉
強
を
一
緒
に
し
た
り
、で
き
る

だ
け
生
徒
と
多
く
関
わ
ろ
う
と
、朝
意
味
も

無
く
教
室
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

適
切
な
方
法
か
ど
う
か
自
信
は
な
い
の
で
す

が
、と
に
か
く
で
き
る
こ
と
を
一つ
一つ
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
感
じ
る
こ
と
は
、今
は
歳
が
近

い
と
い
う
こ
と
で
生
徒
は
ひ
と
な
つ
っ
こ
く
話

し
か
け
て
く
れ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
も

若
い
う
ち
だ
け
か
な
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
は
、

若
さ
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、そ
の
関
わ
り

の
中
か
ら
一
人
一
人
を
見
て
い
く
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
�

　
そ
れ
と
共
に
、焦
っ
て
い
ま
す
。
若
さ
は
時

と
共
に
無
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、い
ま
の
う

ち
に
教
師
と
し
て
実
力
を
つ
け
な
い
と
う
す
っ

ぺ
ら
な
教
師
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
人
と
し
て
魅
力
あ
る
、引
き
出
し
の
た
く

さ
ん
あ
る
先
輩
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
、真
似
を
し
た
り
、聞
か
ぬ
は
一
生
の
恥
と

思
い
、ど
ん
ど
ん
質
問
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

私
の
経
験
が
浅
く
、生
徒
に
は
迷
惑
を
か
け

て
い
ま
す
が
、共
に
成
長
で
き
れ
ば
と
日
々
充

実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
�

　
今
の
学
校
に
は
、若
い
が
む
し
ゃ
ら
な
パ
ワ
ー

が
必
要
だ
と
現
場
に
い
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
経
験
上
、学
生
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、

教
員
へ
の
道
は
な
か
な
か
難
し
い
と
は
思
い
ま

す
。
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、若
い
が
む
し
ゃ
ら
な

パ
ワ
ー
の
あ
る
同
僚
が
増
え
て
、一
緒
に
が
ん
ば

り
た
い
な
ぁ
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�

■ 大橋 理絵（おおはし りえ）�
01年　教育学部中学校教員養成課程�

家庭専攻卒業�

03年　大阪府立池島高等学校教諭�

　
「
子
ど
も
か
ら
教
え
て
も
ら
う
ん
だ
よ
。
」こ

れ
は
、大
学
・
大
学
院
の
恩
師
の
言
葉
で
す
。
�

　
現
在
、私
は
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

大
袈
裟
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、寝
る
間
も
な
い

く
ら
い
に
、目
ま
ぐ
る
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。
自
分
の
勉
強
や
研
究
だ
け
を
し
て
い
れ
ば

よ
か
っ
た
学
生
時
代
と
比
べ
る
と
、ま
る
で
別
世

界
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
だ
か
ら
、こ
れ
ま
で

私
は
教
師
に
向
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
・・・
と

不
安
さ
え
抱
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。そ
ん
な

中
、こ
の
言
葉
が
、私
を
何
度
も
救
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
�

　
2
0
0
3
年
4
月
、期
待
と
不
安
に
胸
を

ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
、教
壇
に
立
ち
ま
し
た
。

顔
は
何
と
か
笑
っ
て
は
い
る
け
ど
、体
は
カ
チ
ン

コ
チ
ン
。
37
人
を
目
の
前
に
し
て
右
往
左
往
。

10
年
間
励
ん
で
き
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
培
っ
た
度

胸
も
、ど
こ
へ
や
ら
。
授
業
の
準
備
も
追
い
つ
か

な
い
、そ
の
日
暮
ら
し
。
あ
っ
と
い
う
間
に
4
月

が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
5
月
に
入
っ
て
も
、

不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
、無
味
乾
燥
し
た
時
だ
け
が

過
ぎ
去
っ
て
い
き
、ま
る
で
、私
の
周
り
に
は
、分

厚
い
壁
が
あ
る
か
の
よ
う
に
、重
い
空
気
が
の

し
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、ク
ラ
ス
の
子

ど
も
た
ち
は
、そ
ん
な
私
で
も
一
人
の
先
生
と
し

て
見
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。「
先
生
、聞
い
て
。
昨

日
ね
・・・
」
、「
先
生
、あ
そ
ぼ
。
」
と
笑
顔
で
話

し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち

に
私
は
よ
く
、「
頑
張
っ
た
分
、結
果
が
つ
い
て

く
る
よ
。
道
は
自
分
で
開
く
の
だ
よ
。
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
�

　
あ
る
時
、半
分
癖
に
な
っ
た
そ
の
言
葉
を
投

げ
か
け
て
い
た
時
に
、そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
自
分

に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
よ
う
な
覚
え
が
し
ま
し

た
。「
ど
う
し
て
気
付
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
」

強
烈
な
稲
妻
と
も
言
え
る
電
気
が
、体
を
駆

け
巡
っ
た
の
を
今
で
も
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に

覚
え
て
い
ま
す
。
�

　
私
は
、こ
れ
ま
で
自
分
な
り
に
頑
張
っ
て
き

た
の
で
す
。
結
果
が
す
ぐ
に
出
な
い
だ
け
な
の

で
す
。
道
を
開
こ
う
と
し
て
い
る
の
に
、ど
う
し

て
自
ら
を
応
援
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
も

や
も
や
し
て
い
た
頭
の
中
が
、急
に
す
っ
き
り
と

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、恩
師
の
言
葉
を
思
い
出

し
て
い
ま
し
た
。「
子
ど
も
か
ら
教
え
て
も
ら

う
ん
だ
よ
。
」
�

　
自
分
で
開
こ
う
と
し
て
い
る
道
は
、自
ら
の

応
援
だ
け
で
は
切
り
開
け
な
い
。
子
ど
も
か
ら

教
え
て
も
ら
っ
た
答
え
と
合
わ
さ
っ
て
、よ
う
や

く
開
け
る
の
で
す
。
嫌
な
こ
と
が
あ
れ
ば
嫌
な

顔
を
す
る
。
楽
し
い
勉
強
を
し
て
い
れ
ば
、瞳
を

キ
ラ
キ
ラ
輝
か
せ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、

も
っ
と
楽
し
く
遊
べ
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
知
っ

て
い
る
。
子
ど
も
は
き
ち
ん
と
、「
先
生
。
私
は

こ
う
だ
よ
。よ
く
見
て
。
」
と
訴
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。「
な
ん
だ
。
そ
う
い
う
こ
と
か
。
」
子
ど

も
と
真
剣
に
関
わ
れ
ば
関
わ
る
ほ
ど
、子
ど
も

は
心
の
中
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
私
の

道
も
開
け
ま
す
。
何
も
私
一
人
で
、肩
肘
張
っ
て

進
ん
で
い
か
な
く
て
も
い
い
。
私
は
、子
ど
も
か

ら
教
え
て
も
ら
う
た
め
に
、教
壇
に
立
っ
て
い
る

の
で
す
。こ
の
こ
と
に
気
付
い
て
か
ら
、背
負
っ
て

い
る
空
気
が
軽
く
な
り
ま
し
た
。
教
壇
に
立
っ

て
い
て
不
安
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、こ
の
言

葉
で
自
然
と
気
持
ち
が
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。

ま
る
で
魔
法
に
か
け
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
。
�

　
2
0
0
5
年
、教
室
は
明
る
い
。
私
は
毎
日

心
か
ら
笑
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と
過
ご
す
の

が
楽
し
く
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
も
子
ど

も
た
ち
に
教
え
て
も
ら
っ
て
ば
か
り
で
す
。そ
ろ

そ
ろ
、恩
返
し
を
し
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い

な
が
ら
も
、ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
の
私
は
、子

ど
も
た
ち
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、自
分
の

道
を
開
い
て
い
く
で
し
ょ
う
。こ
ん
な
素
敵
な

教
職
に
つ
け
て
、幸
せ
者
だ
な
と
感
じ
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。
�

�

■ 喜多 由理（きた ゆり）�
01年　教育学部小学校教員養成課程�

数学専攻卒業�

01年　大学院教育学研究科数学教育専攻�
数学科教育学専修入学�

02年　大学院に通いながら�
私立親和中学校非常勤講師（数学）�

03年　同大学院修了�

03年　芦屋市立打出浜小学校教諭�
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私
は
、2
0
0
1
年
に
大
阪
教
育
大
学
の

中
学
校
教
員
養
成
課
程
家
庭
専
攻
を
卒
業

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、2
年
間
非
常
勤
講
師

を
し
て
2
0
0
3
年
春
、大
阪
府
の
教
員
に

な
り
ま
し
た
。
今
は
、教
員
生
活
2
年
目
で

初
担
任
に
悪
戦
苦
闘
中
で
す
。
最
近
よ
く
思

う
こ
と
は
、大
学
時
代
に
も
う
少
し
勉
強
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
、教
科
、教
育
全
体
に
わ
た
っ
て
も
の
を
考

え
る
機
会
が
増
え
、考
え
る
た
め
に
必
要
な

知
識
を
勉
強
し
な
が
ら
考
え
る
、と
い
う
の
は

非
常
に
困
難
で
あ
る
と
い
う
事
態
に
直
面
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
�

　
正
採
用
の
1
年
目
は
、授
業
担
当
で
担
任

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
中
で
、家
庭

科
を
通
し
て
生
徒
に
教
え
た
い
こ
と
、考
え
て

欲
し
い
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
必
死
な
1
年
で

し
た
。
ま
た
、学
校
、教
員
生
活
に
慣
れ
る
の

に
必
死
で
し
た
。
�

　
2
年
目
は
、担
任
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て

2
年
目
か
ら
は
、自
分
の
教
科
以
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
学
校
活
動
に
関
わ
る
仕
事
が
回
っ
て

き
ま
し
た
。
な
か
で
も
担
任
に
な
る
と
、右
も

左
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
体
育
祭
、文
化
祭
、保

護
者
懇
談
な
ど
の
行
事
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
行
事
一
つ
一
つ
で
の
生
徒
と
の
関
わ
り

は
、私
に
と
っ
て
何
と
も
表
現
し
が
た
い
素
敵

な
時
間
で
も
あ
り
、本
当
に
大
変
な
時
間
で

も
あ
り
ま
し
た
。
今
、私
は
自
分
の
担
任
す
る

ク
ラ
ス
が
と
て
も
気
に
な
り
ま
す
。
恥
ず
か
し

い
話
、高
校
生
に
な
っ
て
も
掃
除
は
し
な
い
し
、

ゴ
ミ
箱
に
ご
み
は
捨
て
な
い
し
、授
業
中
は
、寝

て
い
る
と
教
科
担
当
の
先
生
に
言
わ
れ
た
り

し
ま
す
が
、と
て
も
か
わ
い
い
、と
て
も
手
の
か

か
る
愛
す
べ
き
生
徒
で
す
。
何
と
か
ク
ラ
ス
の

生
徒
が
常
識
を
持
っ
た
社
会
人
と
し
て
社
会

に
出
る
為
の
準
備
の
手
助
け
が
で
き
れ
ば
と

毎
日
過
ご
し
て
い
ま
す
。
�

　
実
際
は
、単
位
の
取
得
が
危
な
い
生
徒
と

放
課
後
毎
日
勉
強
を
一
緒
に
し
た
り
、で
き
る

だ
け
生
徒
と
多
く
関
わ
ろ
う
と
、朝
意
味
も

無
く
教
室
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

適
切
な
方
法
か
ど
う
か
自
信
は
な
い
の
で
す

が
、と
に
か
く
で
き
る
こ
と
を
一つ
一つ
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
感
じ
る
こ
と
は
、今
は
歳
が
近

い
と
い
う
こ
と
で
生
徒
は
ひ
と
な
つ
っ
こ
く
話

し
か
け
て
く
れ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
も

若
い
う
ち
だ
け
か
な
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
は
、

若
さ
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、そ
の
関
わ
り

の
中
か
ら
一
人
一
人
を
見
て
い
く
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
�

　
そ
れ
と
共
に
、焦
っ
て
い
ま
す
。
若
さ
は
時

と
共
に
無
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、い
ま
の
う

ち
に
教
師
と
し
て
実
力
を
つ
け
な
い
と
う
す
っ

ぺ
ら
な
教
師
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
人
と
し
て
魅
力
あ
る
、引
き
出
し
の
た
く

さ
ん
あ
る
先
輩
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
、真
似
を
し
た
り
、聞
か
ぬ
は
一
生
の
恥
と

思
い
、ど
ん
ど
ん
質
問
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

私
の
経
験
が
浅
く
、生
徒
に
は
迷
惑
を
か
け

て
い
ま
す
が
、共
に
成
長
で
き
れ
ば
と
日
々
充

実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
�

　
今
の
学
校
に
は
、若
い
が
む
し
ゃ
ら
な
パ
ワ
ー

が
必
要
だ
と
現
場
に
い
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
経
験
上
、学
生
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、

教
員
へ
の
道
は
な
か
な
か
難
し
い
と
は
思
い
ま

す
。
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、若
い
が
む
し
ゃ
ら
な

パ
ワ
ー
の
あ
る
同
僚
が
増
え
て
、一
緒
に
が
ん
ば

り
た
い
な
ぁ
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�

■ 大橋 理絵（おおはし りえ）�
01年　教育学部中学校教員養成課程�

家庭専攻卒業�

03年　大阪府立池島高等学校教諭�

　
「
子
ど
も
か
ら
教
え
て
も
ら
う
ん
だ
よ
。
」こ

れ
は
、大
学
・
大
学
院
の
恩
師
の
言
葉
で
す
。
�

　
現
在
、私
は
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

大
袈
裟
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、寝
る
間
も
な
い

く
ら
い
に
、目
ま
ぐ
る
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。
自
分
の
勉
強
や
研
究
だ
け
を
し
て
い
れ
ば

よ
か
っ
た
学
生
時
代
と
比
べ
る
と
、ま
る
で
別
世

界
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
だ
か
ら
、こ
れ
ま
で

私
は
教
師
に
向
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
・・・
と

不
安
さ
え
抱
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。そ
ん
な

中
、こ
の
言
葉
が
、私
を
何
度
も
救
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
�

　
2
0
0
3
年
4
月
、期
待
と
不
安
に
胸
を

ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
、教
壇
に
立
ち
ま
し
た
。

顔
は
何
と
か
笑
っ
て
は
い
る
け
ど
、体
は
カ
チ
ン

コ
チ
ン
。
37
人
を
目
の
前
に
し
て
右
往
左
往
。

10
年
間
励
ん
で
き
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
培
っ
た
度

胸
も
、ど
こ
へ
や
ら
。
授
業
の
準
備
も
追
い
つ
か

な
い
、そ
の
日
暮
ら
し
。
あ
っ
と
い
う
間
に
4
月

が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
5
月
に
入
っ
て
も
、

不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
、無
味
乾
燥
し
た
時
だ
け
が

過
ぎ
去
っ
て
い
き
、ま
る
で
、私
の
周
り
に
は
、分

厚
い
壁
が
あ
る
か
の
よ
う
に
、重
い
空
気
が
の

し
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、ク
ラ
ス
の
子

ど
も
た
ち
は
、そ
ん
な
私
で
も
一
人
の
先
生
と
し

て
見
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。「
先
生
、聞
い
て
。
昨

日
ね
・・・
」
、「
先
生
、あ
そ
ぼ
。
」
と
笑
顔
で
話

し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち

に
私
は
よ
く
、「
頑
張
っ
た
分
、結
果
が
つ
い
て

く
る
よ
。
道
は
自
分
で
開
く
の
だ
よ
。
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
�

　
あ
る
時
、半
分
癖
に
な
っ
た
そ
の
言
葉
を
投

げ
か
け
て
い
た
時
に
、そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
自
分

に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
よ
う
な
覚
え
が
し
ま
し

た
。「
ど
う
し
て
気
付
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
」

強
烈
な
稲
妻
と
も
言
え
る
電
気
が
、体
を
駆

け
巡
っ
た
の
を
今
で
も
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に

覚
え
て
い
ま
す
。
�

　
私
は
、こ
れ
ま
で
自
分
な
り
に
頑
張
っ
て
き

た
の
で
す
。
結
果
が
す
ぐ
に
出
な
い
だ
け
な
の

で
す
。
道
を
開
こ
う
と
し
て
い
る
の
に
、ど
う
し

て
自
ら
を
応
援
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
も

や
も
や
し
て
い
た
頭
の
中
が
、急
に
す
っ
き
り
と

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、恩
師
の
言
葉
を
思
い
出

し
て
い
ま
し
た
。「
子
ど
も
か
ら
教
え
て
も
ら

う
ん
だ
よ
。
」
�

　
自
分
で
開
こ
う
と
し
て
い
る
道
は
、自
ら
の

応
援
だ
け
で
は
切
り
開
け
な
い
。
子
ど
も
か
ら

教
え
て
も
ら
っ
た
答
え
と
合
わ
さ
っ
て
、よ
う
や

く
開
け
る
の
で
す
。
嫌
な
こ
と
が
あ
れ
ば
嫌
な

顔
を
す
る
。
楽
し
い
勉
強
を
し
て
い
れ
ば
、瞳
を

キ
ラ
キ
ラ
輝
か
せ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、

も
っ
と
楽
し
く
遊
べ
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
知
っ

て
い
る
。
子
ど
も
は
き
ち
ん
と
、「
先
生
。
私
は

こ
う
だ
よ
。よ
く
見
て
。
」
と
訴
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。「
な
ん
だ
。
そ
う
い
う
こ
と
か
。
」
子
ど

も
と
真
剣
に
関
わ
れ
ば
関
わ
る
ほ
ど
、子
ど
も

は
心
の
中
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
私
の

道
も
開
け
ま
す
。
何
も
私
一
人
で
、肩
肘
張
っ
て

進
ん
で
い
か
な
く
て
も
い
い
。
私
は
、子
ど
も
か

ら
教
え
て
も
ら
う
た
め
に
、教
壇
に
立
っ
て
い
る

の
で
す
。こ
の
こ
と
に
気
付
い
て
か
ら
、背
負
っ
て

い
る
空
気
が
軽
く
な
り
ま
し
た
。
教
壇
に
立
っ

て
い
て
不
安
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、こ
の
言

葉
で
自
然
と
気
持
ち
が
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。

ま
る
で
魔
法
に
か
け
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
。
�

　
2
0
0
5
年
、教
室
は
明
る
い
。
私
は
毎
日

心
か
ら
笑
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と
過
ご
す
の

が
楽
し
く
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
も
子
ど

も
た
ち
に
教
え
て
も
ら
っ
て
ば
か
り
で
す
。そ
ろ

そ
ろ
、恩
返
し
を
し
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い

な
が
ら
も
、ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
の
私
は
、子

ど
も
た
ち
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、自
分
の

道
を
開
い
て
い
く
で
し
ょ
う
。こ
ん
な
素
敵
な

教
職
に
つ
け
て
、幸
せ
者
だ
な
と
感
じ
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。
�

�

■ 喜多 由理（きた ゆり）�
01年　教育学部小学校教員養成課程�

数学専攻卒業�

01年　大学院教育学研究科数学教育専攻�
数学科教育学専修入学�

02年　大学院に通いながら�
私立親和中学校非常勤講師（数学）�

03年　同大学院修了�

03年　芦屋市立打出浜小学校教諭�
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私
は
、1
9
8
8
年
、教
養
学
科
の
第
1

期
生
と
し
て
入
学
し
、当
時
の
池
田
分
校
で

大
学
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
在
籍
し

て
い
た
「
生
活
環
境
コ
ー
ス
」
は
、学
生
11
名

に
対
し
て
、先
生
3
名
と
、非
常
に
恵
ま
れ

て
お
り
、第
1
期
生
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

ど
ん
な
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
て
い
た
だ

け
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、教
養
学

科
に
は
、本
来
で
あ
れ
ば
触
れ
る
こ
と
の
な

い
他
の
専
攻
の
授
業
を
、ひ
と
つ
ず
つ
選
択
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
学
科
共
通
科

目
」
が
あ
り
、こ
れ
が
、興
味
深
く
も
あ
り
、

ま
た
難
し
く
も
あ
り
で
、非
常
に
苦
労
し
た

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
先
生
方
も
、試
行
錯

誤
し
な
が
ら
授
業
を
工
夫
し
て
い
た
だ
い
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
授
業
は
「
教
養
学
科
」
が
目
指
す
「
普

遍
的
な
教
養
を
身
に
つ
け
、幅
広
く
探
求
す

る
」
も
の
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
っ
て
1
・
2
回

生
の
間
に
、視
野
を
広
げ
て
い
た
だ
い
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
�

　
一
方
、専
門
分
野
に
つ
い
て
は
、3
回
生
の

段
階
か
ら
ど
う
い
っ
た
方
向
に
進
み
た
い
の

か
を
考
え
る
機
会
を
い
た
だ
き
、「
よ
り
深

く
勉
強
す
る
」
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
私
自

身
、3
・
4
回
生
の
こ
ろ
は
、今
は
退
官
さ
れ

た
木
村
利
三
名
誉
教
授
の
ご
指
導
の
も
と
、

2
名
の
同
級
生
と
共
に
、卒
業
研
究
に
没

頭
し
ま
し
た
。
当
時
、卒
業
と
同
時
に
、柏

原
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
が
決
ま
っ
て
い
た
た

め
、先
生
方
の
ご
配
慮
で
、卒
論
発
表
会
を

出
来
上
が
っ
た
ば
か
り
の
新
校
舎
で
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
も
、良
い
思
い
出
で
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
、卒
業
以
来
、毎
年
10
月
に
、学

内
の
旭
ヶ
丘
会
館
に
て
同
窓
会
を
行
っ
て
お

り
、先
生
方
と
歴
代
の
卒
業
生
と
共
に
、世

代
を
超
え
た
交
流
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
�

　
卒
業
後
は
、ア
ン
メ
ル
ツ
、サ
ワ
デ
ー
、熱
さ

ま
シ
ー
ト
、ア
イ
ボ
ン
等
、医
薬
品
や
家
庭
用

雑
貨
品
等
を
製
造
販
売
し
て
い
る
小
林
製

薬
に
入
社
し
ま
し
た
。
あ
っ
た
ら
い
い
な
を
か

た
ち
に
し
て
、お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
こ
た
え

す
る
と
い
う
企
業
姿
勢
と
、学
校
、専
攻
に

関
わ
ら
ず
広
く
自
律
し
た
人
材
を
求
め
る

採
用
方
針
も
魅
力
で
し
た
。
�

　
入
社
後
は
、「
人
事
部
教
育
課
」で
、新
入

社
員
研
修
や
管
理
職
研
修
な
ど
の
社
内
教

育
の
企
画
・
実
施
を
担
当
し
、学
校
で
は
な

く
企
業
に
お
い
て
、社
員
の
能
力
開
発
の
一

端
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

社
内
報
の
編
集
作
業
等
に
携
わ
っ
た
後
、人

材
開
発
グ
ル
ー
プ
に
て
労
務
管
理
全
般
を

担
当
。
出
産
後
は
、新
卒
採
用
担
当
者
と
し

て
、多
く
の
学
生
さ
ん
の
採
用
に
携
わ
り
ま

し
た
。
多
岐
に
わ
た
る
専
攻
の
学
生
さ
ん
と

お
話
を
す
る
際
に
役
立
っ
た
の
が
、学
生
時

代
に
受
講
し
て
い
た
あ
の「
学
科
共
通
科
目
」。

そ
の
後
、中
途
採
用
で
幅
広
い
職
業
の
方
と

お
会
い
す
る
と
き
も
、す
ぐ
に
会
話
の
糸
口

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
、私
の
強
み
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、企
業
内
に
お
け
る
、社
員
と
仕
事

の
適
性
配
置
や
社
員
の
能
力
開
発
に
つ
い
て
、

様
々
な
角
度
で
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
�

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、昨
年
、国
立
大

学
法
人
と
し
て
新
し
く
出
発
し
た
大
阪
教

育
大
学
の
益
々
の
ご
発
展
と
、先
生
方
、職

員
の
皆
様
方
と
在
校
生
の
皆
さ
ん
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。
�

�

■ 富山 有子（とみやま ゆうこ）�
92年　教育学部教養学科スポーツ･健康科学･�

生活環境専攻 生活環境コース卒業�

92年　小林製薬株式会社入社�
人事部教育課にて社内教育を担当後、�
人材開発グループにて、�
労務管理全般を担当。�
その後、新卒採用等を担当した後、�
現在は、中途採用や選抜教育、�
人事制度企画に携わる。�

　
「
大
教
大
の
夜
間
学
部
で
、小
学
校
教
員

の
免
許
が
と
れ
る
ら
し
い
。
」
そ
ん
な
ウ
ワ
サ

を
耳
に
し
た
の
は
、京
都
は
鴨
川
の
河
原
で
の

こ
と
。
当
時
の
僕
は
、広
告
会
社
に
勤
め
て
6

年
目
。
仕
事
も
収
入
も
ま
ず
ま
ず
で
、日
曜

日
に
は
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
、そ
ん
な
安
定
し

た
暮
ら
し
ぶ
り
。
た
だ
、心
の
中
で
は
、も
っ
と

自
分
ら
し
く
生
き
た
い
、と
い
う
思
い
が
募
り
、

「
子
ど
も
の
た
め
の
仕
事
、で
き
れ
ば
小
学
校

の
先
生
を
し
た
い
。
」
と
い
う
夢
を
膨
ら
ま
せ

て
い
た
の
で
す
。け
れ
ど
、何
の
保
障
も
な
い
時

代
。
30
歳
を
目
の
前
に
し
て
の
転
身
に
、「
夢

を
追
う
に
は
遅
す
ぎ
る
か
。
」
と
も
う
一
歩
が

踏
み
出
せ
な
い
、そ
ん
な
時
で
し
た
。
�

　
す
ぐ
さ
ま
大
学
に
問
い
合
わ
せ
て
み
る
と
、

編
入
学
制
度
が
あ
る
と
の
こ
と
。
迷
い
は
吹
っ

切
れ
ま
し
た
。
反
対
す
る
上
司
、両
親
を
説

得
し
、編
入
学
試
験
を
受
験
。
翌
年
の
4
月

に
は
、第
二
部
の
あ
る
天
王
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
を

歩
い
て
い
ま
し
た
。
会
社
を
辞
め
、大
阪
に
移

り
住
ん
で
の
再
出
発
で
し
た
。
�

　
子
ど
も
は
大
好
き
だ
っ
た
の
で
す
が
、お
よ

そ
「
教
育
」
と
は
無
縁
だ
っ
た
僕
は
、「
ほ
ん
ま

に
大
丈
夫
か
い
な
。
」
と
気
後
れ
し
て
い
た
も

の
で
す
。で
も
、二
部
の
仲
間
達
と
の
3
年
間

は
、そ
の
不
安
を
、自
信
に
変
え
て
く
れ
ま
し

た
。二
部
で
は
、19
歳
の
人
か
ら
50
歳
の
現
職

の
先
生
ま
で
、誰
も
が
「
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
」
。
学

年
、ク
ラ
ス
の
別
な
く
、ま
る
で
家
族
の
よ
う

に
付
き
合
い
ま
す
。
授
業
は
夕
方
5
時
45
分

か
ら
9
時
ま
で
。
当
時
は
旧
校
舎
で
、夏
は
ビ

ル
熱
、冬
は
す
き
間
風
に
苦
し
め
ら
れ
、廊
下

を
歩
け
ば
、ギ
シ
ギ
シ
と
不
気
味
な
音
が
響

く
と
い
う
、夜
間
学
校
に
は
考
え
ら
れ
な
い
環

境
で
し
た
。そ
れ
で
も
、僕
た
ち
は
毎
日
、喜
ん

で
通
っ
て
い
ま
し
た
。「
夢
に
一
歩
一
歩
近
づ
い
て

い
る
。
」
そ
ん
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。15
分
休
憩
に
、食
堂
で
夕
飯
を

か
き
込
み
な
が
ら
、バ
イ
ト
先
で
あ
る
、学
童

保
育
の
子
ど
も
達
の
報
告
を
し
合
う
の
も
楽

し
み
の
ひ
と
つ
。
放
課
後
は
テ
ニ
ス
や
、ギ
タ
ー

の
サ
ー
ク
ル
活
動
、そ
の
後
居
酒
屋
へ
行
っ
た
り
、

友
達
の
家
で
語
り
明
か
し
た
り
、と「
夜
の
人
」

を
満
喫
し
た
3
年
間
で
し
た
。
�

　
年
齢
や
立
場
を
越
え
て
、仲
間
と
話
し
た

の
は
、や
は
り
「
子
ど
も
」の
こ
と
。
子
ど
も
や

教
育
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
、同
志
で
し
た
。

お
互
い
が
教
え
合
い
、励
ま
し
合
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、卒
業
し
た
今
も
変
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
�

　
僕
は
今
、河
内
長
野
市
の
小
学
校
で
4
年

生
の
担
任
を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
と
一
緒

に
笑
い
、遊
び
、学
び
、泣
き
、歌
っ
て
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
人
に
聞
か
れ
る
度
、迷
わ
ず
「
天
職
」

と
答
え
ま
す
。
�

　
会
社
員
の
時
と
比
べ
る
と
、給
料
は
半
分
、

忙
し
さ
は
二
倍
で
す
。で
も
、苦
し
い
と
か
、嫌

だ
と
か
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

好
き
な
こ
と
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。
仲
間
達
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
同
じ
よ
う
に
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
教
師
に
な
っ
て
5
年
目
の
今
も
、迷
っ

た
と
き
は
、夜
の
大
学
で
、仲
間
と
語
り
合
っ

た
気
持
ち
が
、僕
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。
�

　
夢
を
思
い
通
り
に
実
現
で
き
る
人
は
、そ

う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
の
時
、大
阪
教
育

大
学
に
来
ら
れ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
、と
今
で

も
思
い
ま
す
。「
ギ
シ
ギ
シ
校
舎
」
も
、僕
に
と

っ
て
は
、夢
を
叶
え
ら
れ
た
所
、仲
間
が
で
き

た
大
切
な
場
所
で
し
た
。
あ
の
3
年
間
は
、僕

の
宝
物
で
す
。
�

�

■ 団野 泰昭（だんの やすあき）�
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私
は
、1
9
8
8
年
、教
養
学
科
の
第
1

期
生
と
し
て
入
学
し
、当
時
の
池
田
分
校
で

大
学
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
在
籍
し

て
い
た
「
生
活
環
境
コ
ー
ス
」
は
、学
生
11
名

に
対
し
て
、先
生
3
名
と
、非
常
に
恵
ま
れ

て
お
り
、第
1
期
生
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

ど
ん
な
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
て
い
た
だ

け
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、教
養
学

科
に
は
、本
来
で
あ
れ
ば
触
れ
る
こ
と
の
な

い
他
の
専
攻
の
授
業
を
、ひ
と
つ
ず
つ
選
択
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
学
科
共
通
科

目
」
が
あ
り
、こ
れ
が
、興
味
深
く
も
あ
り
、

ま
た
難
し
く
も
あ
り
で
、非
常
に
苦
労
し
た

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
先
生
方
も
、試
行
錯

誤
し
な
が
ら
授
業
を
工
夫
し
て
い
た
だ
い
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
授
業
は
「
教
養
学
科
」
が
目
指
す
「
普

遍
的
な
教
養
を
身
に
つ
け
、幅
広
く
探
求
す

る
」
も
の
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
っ
て
1
・
2
回

生
の
間
に
、視
野
を
広
げ
て
い
た
だ
い
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
�

　
一
方
、専
門
分
野
に
つ
い
て
は
、3
回
生
の

段
階
か
ら
ど
う
い
っ
た
方
向
に
進
み
た
い
の

か
を
考
え
る
機
会
を
い
た
だ
き
、「
よ
り
深

く
勉
強
す
る
」
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
私
自

身
、3
・
4
回
生
の
こ
ろ
は
、今
は
退
官
さ
れ

た
木
村
利
三
名
誉
教
授
の
ご
指
導
の
も
と
、

2
名
の
同
級
生
と
共
に
、卒
業
研
究
に
没

頭
し
ま
し
た
。
当
時
、卒
業
と
同
時
に
、柏

原
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
が
決
ま
っ
て
い
た
た

め
、先
生
方
の
ご
配
慮
で
、卒
論
発
表
会
を

出
来
上
が
っ
た
ば
か
り
の
新
校
舎
で
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
も
、良
い
思
い
出
で
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
、卒
業
以
来
、毎
年
10
月
に
、学

内
の
旭
ヶ
丘
会
館
に
て
同
窓
会
を
行
っ
て
お

り
、先
生
方
と
歴
代
の
卒
業
生
と
共
に
、世

代
を
超
え
た
交
流
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
�

　
卒
業
後
は
、ア
ン
メ
ル
ツ
、サ
ワ
デ
ー
、熱
さ

ま
シ
ー
ト
、ア
イ
ボ
ン
等
、医
薬
品
や
家
庭
用

雑
貨
品
等
を
製
造
販
売
し
て
い
る
小
林
製

薬
に
入
社
し
ま
し
た
。
あ
っ
た
ら
い
い
な
を
か

た
ち
に
し
て
、お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
こ
た
え

す
る
と
い
う
企
業
姿
勢
と
、学
校
、専
攻
に

関
わ
ら
ず
広
く
自
律
し
た
人
材
を
求
め
る

採
用
方
針
も
魅
力
で
し
た
。
�

　
入
社
後
は
、「
人
事
部
教
育
課
」で
、新
入

社
員
研
修
や
管
理
職
研
修
な
ど
の
社
内
教

育
の
企
画
・
実
施
を
担
当
し
、学
校
で
は
な

く
企
業
に
お
い
て
、社
員
の
能
力
開
発
の
一

端
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

社
内
報
の
編
集
作
業
等
に
携
わ
っ
た
後
、人

材
開
発
グ
ル
ー
プ
に
て
労
務
管
理
全
般
を

担
当
。
出
産
後
は
、新
卒
採
用
担
当
者
と
し

て
、多
く
の
学
生
さ
ん
の
採
用
に
携
わ
り
ま

し
た
。
多
岐
に
わ
た
る
専
攻
の
学
生
さ
ん
と

お
話
を
す
る
際
に
役
立
っ
た
の
が
、学
生
時

代
に
受
講
し
て
い
た
あ
の「
学
科
共
通
科
目
」。

そ
の
後
、中
途
採
用
で
幅
広
い
職
業
の
方
と

お
会
い
す
る
と
き
も
、す
ぐ
に
会
話
の
糸
口

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
、私
の
強
み
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、企
業
内
に
お
け
る
、社
員
と
仕
事

の
適
性
配
置
や
社
員
の
能
力
開
発
に
つ
い
て
、

様
々
な
角
度
で
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
�

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、昨
年
、国
立
大

学
法
人
と
し
て
新
し
く
出
発
し
た
大
阪
教

育
大
学
の
益
々
の
ご
発
展
と
、先
生
方
、職

員
の
皆
様
方
と
在
校
生
の
皆
さ
ん
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。
�

�

■ 富山 有子（とみやま ゆうこ）�
92年　教育学部教養学科スポーツ･健康科学･�

生活環境専攻 生活環境コース卒業�

92年　小林製薬株式会社入社�
人事部教育課にて社内教育を担当後、�
人材開発グループにて、�
労務管理全般を担当。�
その後、新卒採用等を担当した後、�
現在は、中途採用や選抜教育、�
人事制度企画に携わる。�

　
「
大
教
大
の
夜
間
学
部
で
、小
学
校
教
員

の
免
許
が
と
れ
る
ら
し
い
。
」
そ
ん
な
ウ
ワ
サ

を
耳
に
し
た
の
は
、京
都
は
鴨
川
の
河
原
で
の

こ
と
。
当
時
の
僕
は
、広
告
会
社
に
勤
め
て
6

年
目
。
仕
事
も
収
入
も
ま
ず
ま
ず
で
、日
曜

日
に
は
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
、そ
ん
な
安
定
し

た
暮
ら
し
ぶ
り
。
た
だ
、心
の
中
で
は
、も
っ
と

自
分
ら
し
く
生
き
た
い
、と
い
う
思
い
が
募
り
、

「
子
ど
も
の
た
め
の
仕
事
、で
き
れ
ば
小
学
校

の
先
生
を
し
た
い
。
」
と
い
う
夢
を
膨
ら
ま
せ

て
い
た
の
で
す
。け
れ
ど
、何
の
保
障
も
な
い
時

代
。
30
歳
を
目
の
前
に
し
て
の
転
身
に
、「
夢

を
追
う
に
は
遅
す
ぎ
る
か
。
」
と
も
う
一
歩
が

踏
み
出
せ
な
い
、そ
ん
な
時
で
し
た
。
�

　
す
ぐ
さ
ま
大
学
に
問
い
合
わ
せ
て
み
る
と
、

編
入
学
制
度
が
あ
る
と
の
こ
と
。
迷
い
は
吹
っ

切
れ
ま
し
た
。
反
対
す
る
上
司
、両
親
を
説

得
し
、編
入
学
試
験
を
受
験
。
翌
年
の
4
月

に
は
、第
二
部
の
あ
る
天
王
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
を

歩
い
て
い
ま
し
た
。
会
社
を
辞
め
、大
阪
に
移

り
住
ん
で
の
再
出
発
で
し
た
。
�

　
子
ど
も
は
大
好
き
だ
っ
た
の
で
す
が
、お
よ

そ
「
教
育
」
と
は
無
縁
だ
っ
た
僕
は
、「
ほ
ん
ま

に
大
丈
夫
か
い
な
。
」
と
気
後
れ
し
て
い
た
も

の
で
す
。で
も
、二
部
の
仲
間
達
と
の
3
年
間

は
、そ
の
不
安
を
、自
信
に
変
え
て
く
れ
ま
し

た
。二
部
で
は
、19
歳
の
人
か
ら
50
歳
の
現
職

の
先
生
ま
で
、誰
も
が
「
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
」
。
学

年
、ク
ラ
ス
の
別
な
く
、ま
る
で
家
族
の
よ
う

に
付
き
合
い
ま
す
。
授
業
は
夕
方
5
時
45
分

か
ら
9
時
ま
で
。
当
時
は
旧
校
舎
で
、夏
は
ビ

ル
熱
、冬
は
す
き
間
風
に
苦
し
め
ら
れ
、廊
下

を
歩
け
ば
、ギ
シ
ギ
シ
と
不
気
味
な
音
が
響

く
と
い
う
、夜
間
学
校
に
は
考
え
ら
れ
な
い
環

境
で
し
た
。そ
れ
で
も
、僕
た
ち
は
毎
日
、喜
ん

で
通
っ
て
い
ま
し
た
。「
夢
に
一
歩
一
歩
近
づ
い
て

い
る
。
」
そ
ん
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。15
分
休
憩
に
、食
堂
で
夕
飯
を

か
き
込
み
な
が
ら
、バ
イ
ト
先
で
あ
る
、学
童

保
育
の
子
ど
も
達
の
報
告
を
し
合
う
の
も
楽

し
み
の
ひ
と
つ
。
放
課
後
は
テ
ニ
ス
や
、ギ
タ
ー

の
サ
ー
ク
ル
活
動
、そ
の
後
居
酒
屋
へ
行
っ
た
り
、

友
達
の
家
で
語
り
明
か
し
た
り
、と「
夜
の
人
」

を
満
喫
し
た
3
年
間
で
し
た
。
�

　
年
齢
や
立
場
を
越
え
て
、仲
間
と
話
し
た

の
は
、や
は
り
「
子
ど
も
」の
こ
と
。
子
ど
も
や

教
育
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
、同
志
で
し
た
。

お
互
い
が
教
え
合
い
、励
ま
し
合
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、卒
業
し
た
今
も
変
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
�

　
僕
は
今
、河
内
長
野
市
の
小
学
校
で
4
年

生
の
担
任
を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
と
一
緒

に
笑
い
、遊
び
、学
び
、泣
き
、歌
っ
て
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
人
に
聞
か
れ
る
度
、迷
わ
ず
「
天
職
」

と
答
え
ま
す
。
�

　
会
社
員
の
時
と
比
べ
る
と
、給
料
は
半
分
、

忙
し
さ
は
二
倍
で
す
。で
も
、苦
し
い
と
か
、嫌

だ
と
か
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

好
き
な
こ
と
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。
仲
間
達
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
同
じ
よ
う
に
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
教
師
に
な
っ
て
5
年
目
の
今
も
、迷
っ

た
と
き
は
、夜
の
大
学
で
、仲
間
と
語
り
合
っ

た
気
持
ち
が
、僕
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。
�

　
夢
を
思
い
通
り
に
実
現
で
き
る
人
は
、そ

う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
の
時
、大
阪
教
育

大
学
に
来
ら
れ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
、と
今
で

も
思
い
ま
す
。「
ギ
シ
ギ
シ
校
舎
」
も
、僕
に
と

っ
て
は
、夢
を
叶
え
ら
れ
た
所
、仲
間
が
で
き

た
大
切
な
場
所
で
し
た
。
あ
の
3
年
間
は
、僕

の
宝
物
で
す
。
�

�

■ 団野 泰昭（だんの やすあき）�
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私
は
、大
学
卒
業
後
、シ
ス
テ
ム
開
発
を

し
て
い
る
民
間
企
業
に
就
職
し
、パ
ッ
ケ
ー

ジ
ソ
フ
ト
の
開
発
や
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
、ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
管
理
な
ど
の
業
務
を
し
て
い
ま
し
た
。
�

　
そ
の
後
、大
阪
府
警
察
の
ハ
イ
テ
ク
犯
罪

捜
査
官
に
応
募
し
採
用
さ
れ
、現
在
は
、大

阪
府
警
察
の
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
対
策
室
で
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
�

　
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
対
策
室
の
業
務
と
い
う

の
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
利
用
し
た
犯
罪
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
対

す
る
犯
罪
、不
正
ア
ク
セ
ス
等
の
ハ
イ
テ
ク

犯
罪
に
対
す
る
捜
査
の
支
援
を
行
う
も
の

で
す
。
�

　
そ
の
中
で
も
私
の
業
務
は
、
主
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
等
に
関
す
る
専
門
家
と
し
て
現

場
の
捜
査
員
等
に
対
す
る
捜
査
支
援
、助

言
を
す
る
と
共
に
、一
般
の
人
が
ハ
イ
テ
ク

犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
な
予
防
対

策
を
行
う
と
い
っ
た
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
国

境
が
な
い
こ
と
か
ら
、海
外
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
仕
事
を
進
め
た
り
し
て
い
ま
す
。
�

　
私
は
、大
阪
教
育
大
学
が
柏
原
キ
ャ
ン
パ

ス
に
移
転
し
た
1
9
9
2
年
に
教
養
学
科

自
然
研
究
専
攻
物
質
科
学
コ
ー
ス
に
入
学

し
ま
し
た
。
�

　
正
直
、入
試
を
受
け
た
時
は
、現
在
第
二

部
で
使
用
し
て
い
る
天
王
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
っ

た
の
で
、初
め
て
柏
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
っ
た

と
き
は
、工
事
現
場
か
と
思
っ
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
�

　
ま
た
、現
在
は
駅
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で

続
い
て
い
る
日
本
の
大
学
で
は
最
も
長
い
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
も
無
く
、毎
日
長
い
長
い
階

段
を
暑
い
中
、上
が
っ
て
い
た
の
が
懐
か
し

く
感
じ
て
い
ま
す
。
�

　
2
年
目
に
バ
ス
が
通
り
、3
年
目
に
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
が
で
き
た
と
き
に
は
、と
て
も

幸
せ
に
感
じ
た
も
の
で
す
。
�

　
最
近
大
学
を
訪
れ
た
時
に
は
、現
在
の

キ
ャ
ン
パ
ス
は
と
て
も
緑
が
豊
か
な
良
い
と

こ
ろ
に
な
っ
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。
�

　
私
は
、今
で
こ
そ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
に
関
す

る
専
門
家
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、

大
学
入
学
時
に
は
、自
然
研
究
を
専
攻
し

て
お
り
、ま
さ
か
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る
仕

事
を
す
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
�

　
大
阪
教
育
大
学
の
教
養
学
科
の
特
徴
で

あ
る
自
己
の
専
門
分
野
を
十
分
に
深
め
つ

つ
関
連
分
野
を
広
く
学
ぶ
と
い
う
教
育
方

針
の
下
、関
連
分
野
で
あ
る
他
の
専
攻
の
授

業
を
受
け
た
の
で
す
。
�

　
特
に
情
報
科
学
、当
時
、大
学
等
に
も
導

入
を
始
め
た
ば
か
り
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

研
究
で
使
っ
て
い
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
興
味
を

持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
�

　
最
終
的
に
、卒
業
時
、シ
ス
テ
ム
開
発
の

仕
事
を
選
び
、民
間
企
業
に
就
職
、そ
の
後
、

大
阪
府
警
察
に
採
用
と
な
る
と
は
思
い
も

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
�

　
結
果
と
し
て
、在
学
中
に
学
ん
だ
一
番
大

き
な
事
は
、専
門
分
野
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て

勉
強
し
な
い
こ
と
、広
く
知
識
を
身
に
付
け

る
と
い
う
姿
勢
で
し
た
。
�

　
実
は
、現
在
の
仕
事
は
、情
報
科
学
以
外

に
法
律
等
多
く
の
分
野
に
関
す
る
知
識
が

要
求
さ
れ
る
の
で
、学
生
時
代
、も
う
少
し

真
面
目
に
法
律
等
に
関
し
て
も
勉
強
し
て

お
い
た
ら
よ
か
っ
た
か
な
と
思
い
つ
つ
、現
在

も
広
く
知
識
を
身
に
付
け
る
た
め
、法
律

に
つ
い
て
勉
強
中
で
す
。
�

�

　
僕
が
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
か
れ
こ
れ

も
う
10
年
に
な
り
ま
す
。
十
年
一
昔
と
よ
く

言
い
ま
す
が
、が
む
し
ゃ
ら
に
や
っ
て
き
た
せ

い
か
あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
、2
、3
年
前
に

卒
業
を
し
た
か
の
よ
う
な
感
じ
さ
え
あ
り

ま
す
。
�

　
大
学
時
代
の
思
い
出
に
は
、最
初
授
業

が
始
ま
っ
た
時
、そ
れ
ま
で
定
期
的
に
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
た
事
が
な
く
1
週
間
に
1
回

レ
ッ
ス
ン
が
あ
る
事
に
び
っ
く
り
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
�

　
在
学
途
中
に
大
学
の
移
転
が
あ
り
ま
し

た
が
立
派
な
図
書
館
や
山
の
家
も
あ
り
、

勉
強
や
学
生
時
代
を
過
ご
す
に
は
い
い
環

境
で
し
た
。
ま
た
個
性
豊
か
な
先
生
も
お

ら
れ
、授
業
も
楽
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
�

　
卒
業
し
て
か
ら
の
1
年
目
は
フ
リ
ー
の

演
奏
家
と
し
て
関
西
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
音

楽
鑑
賞
を
中
心
に
行
う
団
体
の
エ
キ
ス
ト

ラ
と
し
て
演
奏
活
動
を
し
、又
日
々
の
精
進

に
努
め
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
卒
業
か
ら
約

1
年
後
に
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、運
良
く
合

格
す
る
こ
と
が
で
き
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
�

　
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団（
以
後

大
フ
ィ
ル
）で
は
定
期
演
奏
会
10
回（
各
2

日
間
）を
含
め
年
間
1
0
0
回
前
後
の
演

奏
会
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
月
に
よ
っ
て
は
10

回
を
越
す
演
奏
会
が
あ
る
時
も
あ
り
各
々

に
最
低
1
日
の
練
習
が
付
き
ま
す
の
で
結

構
大
変
で
す
。
今
で
こ
そ
余
裕
が
少
し
で
き

ま
し
た
が
入
団
当
初
は
毎
回
違
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
消
化
す
る
の
に
必
死
で
し
た
。
又
今

で
も
そ
う
で
す
が
仮
に
同
じ
曲
を
や
っ
た
と

し
て
も
毎
回
指
揮
者
が
違
う
為
、テ
ン
ポ
や

吹
き
方
等
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
難
し

い
所
で
も
あ
り
ま
す
が
、そ
こ
が
面
白
い
所

で
す
。
ま
だ
や
っ
た
事
の
な
い
曲
が
沢
山
あ

り
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
�

　
大
フ
ィ
ル
で
活
動
す
る
一
方
、小
編
成
の

室
内
楽（
5
人
か
ら
20
人
程
ま
で
）や
吹
奏

楽
等
の
演
奏
も
し
て
い
ま
す
。
気
の
合
っ
た

仲
間
達
が
集
ま
り
、大
編
成
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
は
ま
た
違
っ
た
響
き
で
演
奏
を
す
る
の

も
ま
た
楽
し
く
感
じ
ま
す
。
�

　
今
ま
で
は
演
奏
活
動
の
内
容
で
し
た
が
、

も
う
一つ
大
事
な
活
動
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
教
育
活
動
で
す
。
現
在
関
西
の
大
学
や

高
校
で
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
習
い
始
め
た
人
や
も
っ
と
上

手
く
な
り
た
い
人
の
少
し
で
も
助
け
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
大
学
で
伊

藤
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
中
心
に
自
分

の
考
え
も
ア
レ
ン
ジ
し
て
一
人
で
も
多
く
の

人
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
演
奏
す
る
楽
し
さ
や
、

音
楽
の
良
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
�

　
演
奏
す
る
こ
と
を
通
し
て
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

の
魅
力
や
音
楽
の
良
さ
を
一
人
で
も
多
く
の

人
に
わ
か
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
音
楽
を
聞
く
こ
と
で
皆
の
気
持
ち

が
優
し
く
な
り
、争
い
の
な
い
平
和
な
世
界

が
生
ま
れ
た
ら
い
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。
�

■ 秋月 孝之（あきづき たかゆき）�
94年　教育学部教養学科芸術専攻音楽コース卒業�

95年　教育専攻科修了�

96年　大阪フィルハーモニー交響楽団入団�

96年　日本音楽コンクール入選�

現在、大阪フィルハーモニー交響楽団�
第一トランペット奏者。�
JAPAN BRASS COLLECTION、リアル・ブラス、�
なにわウインドオーケストラメンバー。�
大阪音楽大学、兵庫県立西宮高等学校、�
おかやま山陽高等学校の各講師を務める。�

■ 福山 剛志（ふくやま たけし）�
97年　教育学部教養学科�

自然研究専攻物質科学コース卒業�

97年　システム開発関係の企業に就職�

99年　大阪府警察ハイテク犯罪捜査官�
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私
は
、大
学
卒
業
後
、シ
ス
テ
ム
開
発
を

し
て
い
る
民
間
企
業
に
就
職
し
、パ
ッ
ケ
ー

ジ
ソ
フ
ト
の
開
発
や
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
、ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
管
理
な
ど
の
業
務
を
し
て
い
ま
し
た
。
�

　
そ
の
後
、大
阪
府
警
察
の
ハ
イ
テ
ク
犯
罪

捜
査
官
に
応
募
し
採
用
さ
れ
、現
在
は
、大

阪
府
警
察
の
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
対
策
室
で
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
�

　
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
対
策
室
の
業
務
と
い
う

の
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
利
用
し
た
犯
罪
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
対

す
る
犯
罪
、不
正
ア
ク
セ
ス
等
の
ハ
イ
テ
ク

犯
罪
に
対
す
る
捜
査
の
支
援
を
行
う
も
の

で
す
。
�

　
そ
の
中
で
も
私
の
業
務
は
、
主
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
等
に
関
す
る
専
門
家
と
し
て
現

場
の
捜
査
員
等
に
対
す
る
捜
査
支
援
、助

言
を
す
る
と
共
に
、一
般
の
人
が
ハ
イ
テ
ク

犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
な
予
防
対

策
を
行
う
と
い
っ
た
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
国

境
が
な
い
こ
と
か
ら
、海
外
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
仕
事
を
進
め
た
り
し
て
い
ま
す
。
�

　
私
は
、大
阪
教
育
大
学
が
柏
原
キ
ャ
ン
パ

ス
に
移
転
し
た
1
9
9
2
年
に
教
養
学
科

自
然
研
究
専
攻
物
質
科
学
コ
ー
ス
に
入
学

し
ま
し
た
。
�

　
正
直
、入
試
を
受
け
た
時
は
、現
在
第
二

部
で
使
用
し
て
い
る
天
王
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
っ

た
の
で
、初
め
て
柏
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
っ
た

と
き
は
、工
事
現
場
か
と
思
っ
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
�

　
ま
た
、現
在
は
駅
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で

続
い
て
い
る
日
本
の
大
学
で
は
最
も
長
い
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
も
無
く
、毎
日
長
い
長
い
階

段
を
暑
い
中
、上
が
っ
て
い
た
の
が
懐
か
し

く
感
じ
て
い
ま
す
。
�

　
2
年
目
に
バ
ス
が
通
り
、3
年
目
に
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
が
で
き
た
と
き
に
は
、と
て
も

幸
せ
に
感
じ
た
も
の
で
す
。
�

　
最
近
大
学
を
訪
れ
た
時
に
は
、現
在
の

キ
ャ
ン
パ
ス
は
と
て
も
緑
が
豊
か
な
良
い
と

こ
ろ
に
な
っ
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。
�

　
私
は
、今
で
こ
そ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
に
関
す

る
専
門
家
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、

大
学
入
学
時
に
は
、自
然
研
究
を
専
攻
し

て
お
り
、ま
さ
か
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る
仕

事
を
す
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
�

　
大
阪
教
育
大
学
の
教
養
学
科
の
特
徴
で

あ
る
自
己
の
専
門
分
野
を
十
分
に
深
め
つ

つ
関
連
分
野
を
広
く
学
ぶ
と
い
う
教
育
方

針
の
下
、関
連
分
野
で
あ
る
他
の
専
攻
の
授

業
を
受
け
た
の
で
す
。
�

　
特
に
情
報
科
学
、当
時
、大
学
等
に
も
導

入
を
始
め
た
ば
か
り
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

研
究
で
使
っ
て
い
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
興
味
を

持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
�

　
最
終
的
に
、卒
業
時
、シ
ス
テ
ム
開
発
の

仕
事
を
選
び
、民
間
企
業
に
就
職
、そ
の
後
、

大
阪
府
警
察
に
採
用
と
な
る
と
は
思
い
も

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
�

　
結
果
と
し
て
、在
学
中
に
学
ん
だ
一
番
大

き
な
事
は
、専
門
分
野
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て

勉
強
し
な
い
こ
と
、広
く
知
識
を
身
に
付
け

る
と
い
う
姿
勢
で
し
た
。
�

　
実
は
、現
在
の
仕
事
は
、情
報
科
学
以
外

に
法
律
等
多
く
の
分
野
に
関
す
る
知
識
が

要
求
さ
れ
る
の
で
、学
生
時
代
、も
う
少
し

真
面
目
に
法
律
等
に
関
し
て
も
勉
強
し
て

お
い
た
ら
よ
か
っ
た
か
な
と
思
い
つ
つ
、現
在

も
広
く
知
識
を
身
に
付
け
る
た
め
、法
律

に
つ
い
て
勉
強
中
で
す
。
�

�

　
僕
が
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
か
れ
こ
れ

も
う
10
年
に
な
り
ま
す
。
十
年
一
昔
と
よ
く

言
い
ま
す
が
、が
む
し
ゃ
ら
に
や
っ
て
き
た
せ

い
か
あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
、2
、3
年
前
に

卒
業
を
し
た
か
の
よ
う
な
感
じ
さ
え
あ
り

ま
す
。
�

　
大
学
時
代
の
思
い
出
に
は
、最
初
授
業

が
始
ま
っ
た
時
、そ
れ
ま
で
定
期
的
に
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
た
事
が
な
く
1
週
間
に
1
回

レ
ッ
ス
ン
が
あ
る
事
に
び
っ
く
り
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
�

　
在
学
途
中
に
大
学
の
移
転
が
あ
り
ま
し

た
が
立
派
な
図
書
館
や
山
の
家
も
あ
り
、

勉
強
や
学
生
時
代
を
過
ご
す
に
は
い
い
環

境
で
し
た
。
ま
た
個
性
豊
か
な
先
生
も
お

ら
れ
、授
業
も
楽
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
�

　
卒
業
し
て
か
ら
の
1
年
目
は
フ
リ
ー
の

演
奏
家
と
し
て
関
西
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
音

楽
鑑
賞
を
中
心
に
行
う
団
体
の
エ
キ
ス
ト

ラ
と
し
て
演
奏
活
動
を
し
、又
日
々
の
精
進

に
努
め
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
卒
業
か
ら
約

1
年
後
に
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、運
良
く
合

格
す
る
こ
と
が
で
き
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
�

　
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団（
以
後

大
フ
ィ
ル
）で
は
定
期
演
奏
会
10
回（
各
2

日
間
）を
含
め
年
間
1
0
0
回
前
後
の
演

奏
会
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
月
に
よ
っ
て
は
10

回
を
越
す
演
奏
会
が
あ
る
時
も
あ
り
各
々

に
最
低
1
日
の
練
習
が
付
き
ま
す
の
で
結

構
大
変
で
す
。
今
で
こ
そ
余
裕
が
少
し
で
き

ま
し
た
が
入
団
当
初
は
毎
回
違
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
消
化
す
る
の
に
必
死
で
し
た
。
又
今

で
も
そ
う
で
す
が
仮
に
同
じ
曲
を
や
っ
た
と

し
て
も
毎
回
指
揮
者
が
違
う
為
、テ
ン
ポ
や

吹
き
方
等
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
難
し

い
所
で
も
あ
り
ま
す
が
、そ
こ
が
面
白
い
所

で
す
。
ま
だ
や
っ
た
事
の
な
い
曲
が
沢
山
あ

り
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
�

　
大
フ
ィ
ル
で
活
動
す
る
一
方
、小
編
成
の

室
内
楽（
5
人
か
ら
20
人
程
ま
で
）や
吹
奏

楽
等
の
演
奏
も
し
て
い
ま
す
。
気
の
合
っ
た

仲
間
達
が
集
ま
り
、大
編
成
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
は
ま
た
違
っ
た
響
き
で
演
奏
を
す
る
の

も
ま
た
楽
し
く
感
じ
ま
す
。
�

　
今
ま
で
は
演
奏
活
動
の
内
容
で
し
た
が
、

も
う
一つ
大
事
な
活
動
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
教
育
活
動
で
す
。
現
在
関
西
の
大
学
や

高
校
で
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
習
い
始
め
た
人
や
も
っ
と
上

手
く
な
り
た
い
人
の
少
し
で
も
助
け
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
大
学
で
伊

藤
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
中
心
に
自
分

の
考
え
も
ア
レ
ン
ジ
し
て
一
人
で
も
多
く
の

人
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
演
奏
す
る
楽
し
さ
や
、

音
楽
の
良
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
�

　
演
奏
す
る
こ
と
を
通
し
て
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

の
魅
力
や
音
楽
の
良
さ
を
一
人
で
も
多
く
の

人
に
わ
か
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
音
楽
を
聞
く
こ
と
で
皆
の
気
持
ち

が
優
し
く
な
り
、争
い
の
な
い
平
和
な
世
界

が
生
ま
れ
た
ら
い
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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なにわウインドオーケストラメンバー。�
大阪音楽大学、兵庫県立西宮高等学校、�
おかやま山陽高等学校の各講師を務める。�

■ 福山 剛志（ふくやま たけし）�
97年　教育学部教養学科�

自然研究専攻物質科学コース卒業�

97年　システム開発関係の企業に就職�

99年　大阪府警察ハイテク犯罪捜査官�
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三
年
生
の
選
択
授
業
の
中
に
学
校
設
定
教
科

「
生
命
論
」
を
お
い
て
い
ま
す
。こ
の
授
業
は
社

会
と
理
科
の
教
員
が
共
同
し
て
授
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
生
命
科
学
の
急
速
な
進
歩
に
よ
り

医
療
技
術
だ
け
で
な
く
、生
命
の
質
に
関
す
る

倫
理
的
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
現
状
に
あ
り
、

議
論
や
観
察
実
験
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

や
立
場
の
違
い
を
理
解
し
て
い
く
中
で
生
命
観

の
形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。�

　
本
校
で
は
、科
学
教
育
に
特
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
将
来
の
日
本
や
世
界
の
科
学
技
術
発
展
・

環
境
問
題
解
決
を
担
う
人
材
の
養
成
を
目
指

す
と
と
も
に
、基
礎
科
学
が
理
解
で
き
る
社
会

人
と
な
る
た
め
に
、文
系
科
目
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く

履
修
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し
て
い
ま
す
。�

　
二
年
度
に
わ
た
り
文
部
科
学
省
の
サ
イ
エ
ン

ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｓ
Ｐ
Ｐ
）の

指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
希
望
者
を
対
象
に
土

曜
日
に
研
究
者
を
招
い
て
講
義
や
実
験
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
十
五
年
度
は
22
名
、十
六

年
度
は
10
名
の
研
究
者
に
、最
先
端
の
科
学
技

術
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

�

�

　一年の留学期間では短すぎると思います。日本に来てもう４ヶ
月になりますが、とても早く過ぎたような気がしています。�
　私はドイツで日本学、教育学それに心理学を勉強しました。日
本学の勉強を始めたころから、日本に行くことに憧れていました。
教育学も勉強しているので、大阪教育大学を選びました。奨学
金をもらえたので、日本に来られるようになりました。奨学金がな
ければ日本に来られなかったので、その返事が来たときはとてもう
れしかったです。私の念願であった目的地にやっと着きました。�
　日本に来る前に大阪教育大学についていろいろな話を聞きま
した。たとえば「授業が難しくて、初めは何もわからない」とか、「イ
ノシシがいる」というような話でした。私は授業が一番不安でした。

確かに今は難しいですが、面白いです。私はここに来てイノシシ
は一頭だけ見ましたが、猫がすごく多いのにはびっくりしました。�
　大学に入ってすぐに他の留学生や日本人の友達ができました。
友達は私が困ったときには助けてくれますし、暇な時には友達と
楽しい時間を過ごしています。一緒に観光をしたり、日本の食べ
物を料理して食べたり、パーティーをしたりしています。留学前に
３週間の観光旅行で日本に来たことがあり、たくさんの新しいこ
とを発見できましたが、その時は日本の社会と文化の表面だけし
か知ることができませんでした。しかし今は、日本の社会や文化
についてより深く知ることができて興味深いです。�
　また、教育学の授業の中では学校で教える機会がありました。
中学校でドイツについてやドイツの言葉を教えることができたの
です。初めて先生になって面白い経験でした。また、最近剣道ク
ラブに入りました。ドイツには日本のような大学のクラブ活動がな
く、剣道場もあまりありません。だから、ずっと以前から興味があっ
た剣道をここですることができて本当にうれしく思っています。剣
道は私にとってまだ難しいですが、がんばるつもりです。  �
�

　ドイツに帰る前に私はまだまだ多くのいろいろな経験をし、新
しい友達を作りたいと思っています。留学後、ドイツの大学でま
だ３年間か４年間くらい勉強しなければなりません。しかし、休暇
にはまた日本に来て、観光などができればと考えています。大学
卒業後は教員になるつもりです。日本と大阪教育大学で経験
したこと、学んだことは決して忘れません。�

　金剛生駒紀泉国
定公園内に位置し、
緑豊かな山々に囲ま
れている柏原キャンパス。
山の緑は初夏には新緑、
秋には紅葉と、四季
折々の表情で目を楽
しませてくれます。�
　キャンパス内にも、

桜や楓、花水木などの他に、柏原市の木である児手柏（こ
のてがしわ）や、事務局棟玄関前の百日紅（さるすべり）、
共通講義棟横の月桂樹といった旧分校から移植された
樹木など、様々な種類の木 を々楽しむことができます。�
　普段なにげなく見
ているキャンパス内
の樹木も、よく見る
とあらたな発見があ
るかもしれません。
一度木々の下で足
を止めてみてはいか
がでしょうか。�

�

　
一
年
生
で
は
野
外
学
習
と
し
て
現
地
で
地
学

の
演
習
を
行
う
日
と
、地
理
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
行
う
日
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
す
。
学
校
で

学
ん
だ
こ
と
を
野
外
で
実
物
に
触
れ
ま
す
。�

「内視鏡の世界―癌は切らずに治せる―」の講義�
�

「生命倫理」の授業の様子�

附属高等学校�
天王寺校舎�

J
R
環
状
線
�

公
園
�

寺
田
町
�

天王寺�

附属高等学校�
天王寺校舎�

公
園
�

寺
田
町
　
　
J
R
環
状
線
�天王寺�

天
王
寺
バ
イ
パ
ス
�

　宮本武蔵の「五輪書」は武道をされていない方でも、名
前を知らない人はいない名著です。実物は「地・水・火・風・
空」五巻の巻物ですが、現在は多くの出版社から活字化
されています。私は岩波文庫ワイド版「五輪書」が手軽で
読み易く愛用しています。この本は武芸伝書として秀作で
すが、身体論・生活訓・人生訓としても優れています。例え
ば「有構無構のおしえの事」では「構えはありて構えはなき」
と記し、対峙した時、意識して構えをつくるのではなく、融通
自在に心と体をしておくことで、状況に応じて自然に構え
ができると教えています。これは対人関係にも通じる教え
です。また「太刀の持ちようの事」「足づかいの事」など、
現代スポーツのグリップやフッ
トワークなどの身体操作法に
つながる教えもあります。�
　武芸伝書を武道だけのも
のと決め付けるのではなく、
多方面から眺めると、興味深
く接することができます。是非
一度、手にしてみてください。�

太田 順康�
（教員養成課程保健体育教育講座助教授）�
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古紙配合率100％の再生紙を�
使用しています。�

アロマフリー型大豆油インキを使用�
しています。�
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3月
発
行
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画
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編
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・
発
行
／
国
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大
学
法
人
大
阪
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大
学
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務
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画
広
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ー
ジ
／
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iku.ac.jp
/

　｢天遊｣は、荘子の言葉から引用さ

れたもので、人間の心の中に自然に

備わっている余裕をあらわしていま

す。キャンパス統合移転の記念に旧

師範学校以来の同窓会3団体から

寄贈された記念碑に銘文として刻ま

れています。�

　遊び心を取り入れた和歌アンソロジー｢和歌のしらべ｣が、産学連携
共同研究「２１世紀型学習支援用具の開発」の成果として商品化され
ました。�
　百人一首をはじめとする秀歌撰から３６６首を厳選し、一年３６５（３６６）
日の暦日にあわせ、一日一枚ずつに和歌一首と現代語訳および解説
を記載しています。�
　これから和歌を詠んでみようという若者から、百人一首では物足りな
いシニアまで、毎日楽しめる新しいタイプの選歌集となっています。�

講習料や実施日程などの詳細は、次のホームページアドレス等で随時お知らせしますので、あらためてご確認ください。http://www.osaka-kyoiku.ac.jp/̃llc/�
【問い合わせ先】大阪教育大学生涯学習教育研究センター（TEL 06-6775-4221）�

※3月末迄は、総務部企画広報課（TEL 0729-78-3220）までお願いします。�

本誌『天遊』は今後の誌面づくりに皆様のご意見を積極的に
取り入れていきたいと考えています。ご感想やご意見、大阪教
育大学についてお知りになりたいことなどをお聞かせください。�

●宛先  〒582-8582　大阪府柏原市旭ヶ丘4-698-1
　国立大学法人大阪教育大学総務部企画広報課
　TEL.0729-78-3344　FAX.0729-78-3225
　E-mail　kikaku@bur.osaka-kyoiku.ac.jp

ホームページ  http://www.osaka-kyoiku.ac.jp/

編者：小野 恭靖�
　　（大阪教育大学助教授）�

大阪教育大学生活協同組合�
国立民族学博物館�
大阪歴史博物館　�
などで販売�

定価１,０５０円（税込）�

対象� 講座名� 実施時期�時間帯�募集人員�
開講�

キャンパス�募集時期�

実践小学校英語教育法・入門�

実践小学校英語教育法・中級�

EXCELで学ぶ公衆衛生・�
健康教育講座（基礎編）�

ＳＰＳＳで学ぶ公衆衛生・�
健康教育講座（初級編）�

ＳＰＳＳで学ぶ公衆衛生・�
健康教育講座（応用編）�

生活（染と織）�

手軽に楽しむ染め�

国語の力�
授業に生きるコミュニケーション力の育成�

小学校のベテランの先生の�
指導によるワークショップ�

小・中学校教員のための�
パソコン教室（基礎編）�

小・中学校教員のための�
パソコン教室（Ｅｘｃｅｌ編）�

社会科授業研究入門�

障害児教育の現状と課題２�

ドイツ語会話�
初級から中級へのステップ・アップ�

中国語Ⅰ初級�

中国語Ⅱ中級�

韓国語�
（韓国語会話と韓国文化論Ⅱ）�

タイ語講座Ａ�

タイ語講座Ｂ�

タイ語講座Ｃ�

市民のためのパソコン教室�
基礎編Ａ�

市民のためのパソコン教室�
基礎編Ｂ�

市民のためのパソコン教室�
基礎編Ｃ�

市民のためのパソコン教室�
基礎編Ｄ�

パソコンで遊ぼう�
自分だけの図柄をＴシャツにプリントしよう�

パソコンで遊ぼう�
インターネットで情報収集し、パワー
ポイントでプレゼンテーションしよう�

書（春）�

書（秋）�

書道に親しむ（臨書Ⅰ）�

美術（陶芸・入門）�

美術（陶芸）�

美術実技－絵画表現の基礎－�

楽しいジョギング教室�

楽しいダイエット教室�

音楽実技公開講座�
～声楽を学ぶ人のためのＡ～�

音楽実技公開講座�
～管楽器（フルート・トランペット）
を学ぶ人のための～�

音楽実技公開講座�
～弦楽器を学ぶ人のための～�

電子工作を楽しもう�

音楽実技公開講座�
～ソルフェージュ・トレーニング～�

音楽実技公開講座�
～声楽を学ぶ人のためのＢ～�

音楽実技公開講座�
～ピアノを学ぶ人のためのＡ～�

音楽実技公開講座�
～ピアノを学ぶ人のためのＢ～�

学
校
教
職
員�

授
業
公
開�

語
学
講
座�

一
般
市
民�

対象� 講座名� 実施時期�時間帯�募集人員�
開講�

キャンパス�募集時期�

高
校
生�

一
般
市
民�

4/15～ 
7/22�

10/7～ 
1/13�

5/14～ 
6/25�

7/23～ 
8/20�

9/24～ 
10/15�

7/2 ～ 
7/30�

8/26、
8/27�

8/6  �

8/1  �

8/1～ 
8/4�

8/26～ 
8/29�

8/6、 
8/7�

10/22、 
10/29�

4/19～ 
7/12�

4/12～ 
12/20�

4/12～ 
12/20�

4/12～ 
1/24�

7/23～ 
9/24�

7/26～ 
9/27�

5/7～ 
7/9�

5/14、 
5/21�

5/28、 
6/4�

6/11、 
6/18�

6/25、 
7/2�

8/6  �

8/7  �

4/14～ 
7/21�

10/6～ 
1/26�

8/23～ 
9/27�

5/28～ 
1/28�

5/28～ 
1/28�

7/25～ 
7/29�

7/9～ 
9/24�

7/15～ 
10/15�

7/16～ 
7/17�

7/16～ 
7/17�

7/16～ 
8/27�

8/3、 
8/4�

7/16～ 
7/17�

7/16～ 
7/17�

7/16  �

7/17  

18：30～
20：00�

18：30～
20：00�

13：30～
16：30�

13：30～
16：30�

13：30～
16：30�

13：30～
15：30�

10：00～
16：00�

10：30～
16：20�

9：30～
16：00�

10：00～
15：00�

10：00～
16：00�

10：30～
14：30�

10：00～
16：00�

パ
ソ
コ
ン
講
座�

実
技
講
義�

25�

25�

30�

30�

30�

15�

25�

25�

30�

35�

30�

40�

20�

15�

10�

10�

10�

25�

25�

25

30�

30�

30�

30�

14�

14�

20�

20�

20�

20�

20�

25�

30�

30�

10�

10�

20�

10�

30�

10�

20�

20

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

天王寺�

柏　原�

柏　原�

天王寺�

天王寺�

柏　原�

天王寺�

天王寺�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

柏　原�

3/17～
3/30�

9/5～
9/16�

4/11～
4/22�

6/20～
7/1�

8/22～
9/2�

5/30～
6/10�

7/25～
8/5�

6/20～
7/1�

6/27～
7/8�

7/19～
7/29�

7/4～
7/15�

9/20～
9/30�

3/14～
3/25�

6/20～
7/1�

4/4～
4/15�

4/11～
4/28�

4/11～
5/13�

4/11～
5/27�

4/11～
6/10�

7/4～
7/15�

3/14～
3/25�

9/5～
9/16�

7/19～
7/29�

4/18～
4/28�

6/27～
7/8�

6/6～
6/17�

6/13～
6/24�

7/4～
7/15�

6/13～
6/24

19：30～
21：00�

17：45～
19：15�

19：30～
21：00�

19：30～
21：00�

16：00～
19：15�

19：00～
20：30�

16：00～
19：15�

9：30～
12：00�

9：30～
12：00�

9：30～
12：00�

9：30～
12：00�

10：00～
17：00�

10：00～
17：00�

18：30～
20：00�

18：30～
20：00�

13：00～
16：00�

10：30～
12：30�

13：30～
15：30�

13：00～
16：00�

17：00～
19：00�

10：00～
17：00�

10：00～
12：00�

10：00～
16：00�

10：00～
16：00�

10：00～
16：00�

10：00～
12：00�

10：00～
16：00�

10：00～
16：00�

10：00～
16：00


